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研究成果の概要（和文）： 本研究は、看護師の臨床教育からの学習(以下、教育による学習)を測定する質問紙
を開発し、看護師の教育による学習と看護実践能力との関連をみる質問紙調査を実施した。
 看護師は、教育により次のことを学習していた：【看護の基本の習得】【仕事に対する視野の拡大】【人とし
ての自己の成長】【自部署での業務能力の習得】【看護職としての自律性の習得】。これら5因子と看護実践能
力13のコンピテンスには、相関係数0.13-0.33の範囲ですべて有意な関連がみられた。また、看護実践能力13の
コンピテンスすべてに関連がみられた教育による学習の因子は、【看護職としての自律性の習得】と【人として
の自己の成長】であった。

研究成果の概要（英文）： The purpose of this study is to clarify the factor structure of learning 
that nurses working at a hospital acquire from clinical education in order to develop   the scale of
 leaning from clinical education of nurses. Also, we elucidate the relationship between what nurses 
working in hospitals have learned so far through clinical education and clinical nursing competence.
 The scale were extracted: [acquisition of basic nursing], [expanded view toward work], [self-growth
 as a person], [acquisition of competency to accomplish work at one’s own department], and 
[acquisition of autonomy as a nurse professional].
 The results showed that all 13 clinical nursing competencies and 5 factors of learning were 
significantly associated within the coefficient range of 0.13-0.33. The results of the multiple 
regression analysis showed that factors of learning associated with all 13 clinical nursing 
competences were “acquisition of autonomy as a nurse professional” and “self-growth as a
person.”

研究分野：看護管理学、在宅看護学、老年看護学

キーワード： 看護師　看護管理学　人材育成　学習　看護実践能力　ｷｬﾘｱ発達

  １版

平成

研究成果の学術的意義や社会的意義
 本研究は、開発する看護師の臨床教育からの学習尺度について、実践ですぐに活用できるものとするために、
現在、臨床教育としてすでに病院で実践されている看護師への教育を学習項目として用い、臨床で学習している
看護師を対象に調査を行った。本尺度を実施することで、教育者からの教育と受け手である看護師の学習がかみ
合った学習になっているのか測定することができると考える。また、看護実践能力と関連がみられた【看護職と
しての自律性の習得】と【人としての自己の成長】といった学習因子は、看護師が教育から学び取り自己の能力
をあげることにつながっている学習であると考えられ、教育プログラムに組み入れていくことが求められる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

本邦では、医療現場の諸課題に対し科学的根拠に基づいた医療が提供できる優れた医療人を

養成するために「課題解決型高度医療人材養成プログラム」や「看護師の人材養成システムの

確立」、「福祉介護人材キャリアパス支援」事業が実施され、特に看護の分野では看護実践能力

の高い看護師を育成するために病院の看護師から優れた教育指導者を養成することが国の重点

課題となっている。看護職の院内教育は病院組織、各病棟等での教育に分けられ、これらが連

携することで看護師に効果的な教育を行うことができると考えられている。近年、各病院は質

の高い看護を提供するための組織的な教育プログラムを開発し実践しているがその効果はまだ

報告がみられない。一方、地域包括ケアシステム構築に向けた看護の強化として公益社団法人

日本看護協会は「在宅・介護領域の看護人材確保と育成」を掲げ、研修体系の提案等の取り組

みを行っているが先行研究は少なく、高齢者施設では手探り状態の看護師教育が続いている。 

 看護実践能力とは、単に看護技術力ではなく、看護の基本に関する実践能力、健康レベル

に対応した援助の展開能力、ケア環境とチーム体制の調整能力、看護実践のなかで研鑽する能

力が主となる概念であることや人々・状況を理解する力、人々中心のケアを実践する力、看護

の質を改善する力が主要な能力構造であることなどが近年報告され、看護師にこれらの能力を

育成するためには、これら 1つ 1つの能力に対する教育指導者が行うエビデンスのある具体的

な教育プログラムが必要である。 

 

２．研究の目的 

本研究は、看護師の看護実践能力とキャリア開発を担う臨床教育指導者が用いる看護師育成

プログラムを構築することを目的とする。具体的には、看護師が受けた臨床教育からの学習が

測定できる質問紙を開発し、看護師の教育からの学習と看護実践能力、キャリア発達との関連

を明らかにする。 

 

３．研究の方法 

(1) 看護師の臨床教育からの学習(以下、教育からの学習)に関する質問紙の開発 

看護師の組織内教育による学習項目案（以下、項目案とする）を構成する下位概念と質問項

目案は、我々の先行研究「病棟看護師長が行っている看護師のキャリア発達のための支援」1-2)

を基盤として、その他の看護師への教育、臨床教育者に関する先行研究や書籍等から検討した。

回答は 5段階のリッカート法とした。得点が高いほど、看護師が学習していることを示すよう

に設定した。 

項目案の内容妥当性と表面妥当性を検討するために、作成した質問項目について、研究者間

による検討と看護部長、看護師長、経験年数の異なる看護師といった臨床の看護師による専門

家会議を開催して検討した。検討の結果をうけて質問項目は、内容を見直し表現を変更したり、

一部の表現を削除や追加したりした。検討後、質問項目は 53項目となった。 

 質問紙を開発するための調査対象は、Ａ県内の病院に勤務している看護師であった。調査方

法は、郵送による質問紙調査であった。2 次医療圏で無作為抽出した病院の看護管理者に調査

を依頼することから開始した。調査協力の可否については、はがきを用いて大学まで返信して

もらった。調査協力が得られる場合、必要分の質問票等を病院に郵送し、看護管理者より看護

師へ「研究の説明書」「質問票」「返信用封筒」等一式を配布してもらった。看護師の質問票の

大学への返信をもって同意とした。 

分析方法は、尺度原案に対する選択肢の回答の分布をみて、項目分析として天井効果、床効



果の確認を行った。次に、探索的因子分析を行い、主因子法、プロマックス回転を繰り返した。

尺度の信頼性について、Cronbach’s α係数を算出するとともに、I-T 分析（Item-Total 

Correlation Analysis）を実施した。これらの分析には、SPSS 20。0J for Windows を用いた。

また、構成概念妥当性について、探索的因子分析により得られた因子構造モデルの適合度を検

証するための確証的因子分析を行った。モデルの適合度の指標には、GFI、AGFI 、CFI、RMSEA

を用いた。分析には、SPSS Amos22.0 を用いた。有意水準は 5%（両側）とした。 

本研究は、研究者の所属する研究倫理委員会の承認を得て実施した。研究対象である看護師

への質問紙調査は、病院の看護管理者の承諾を得て実施した。研究目的、研究方法、参加の自

由、データの取り扱い等について、研究対象へ文書で説明した。質問票には、氏名、住所、生

年月日などの個人情報は含まなかった。 

 

(2) 看護師の教育からの学習と看護実践能力との関連に関する調査 

 看護師の教育からの学習と看護実践能力との関連に関する調査対象は、A県および隣接する B

県内の病院に勤務している看護師であった。対象の募集方法は、県の地域保健医療計画に基づ

く病院に対し、2次医療圏ごとに病院を無作為に抽出し、調査を依頼した。協力の得られた 52

病院の看護師 2552 名に自記式質問紙調査を郵送した。 

質問紙調査の内容は、臨床教育による学習(上記調査結果から 5つの下位因子より構成：【看

護の基本の習得】【仕事に対する視野の拡大】【人としての自己の成長】【自部署での業務能力の

習得】【看護職としての自律性の習得】)、年齢、経験年数、クリニカルラダー活用の有無など

の基本的項目と既存尺度である看護実践能力自己評価(4 つの概念のもと 13 のコンピテンスか

ら構成)であり、開発者から了承を得て用いた。臨床教育による学習と看護実践能力との関連を

みるための交絡因子は、年齢、勤めている施設の病床数、職位、メンターの有無、指導役割経

験の有無、学習機会の程度、上司や同僚、家族などからのサポートの程度、看護観や人間観を

考える機会の程度、喜びや自信を感じる程度などとした。分析には、Pearson 積率相関係数、

重回帰分析を用いた。 

質問紙を郵送する際は、本研究の目的、方法、プライバシーの保護、調査参加の自由などを

記載した研究の説明書を同封し、研究の趣旨等を理解して研究参加に同意していただけるよう

にした。また、本研究は、研究者が所属する大学の研究倫理委員会の承認を得て実施した。 

 

４．研究成果 

(1) 看護師の臨床教育からの学習(以下、教育からの学習)に関する質問紙の開発 

①調査協力者の概要 

調査協力に了承の得られた 44 病院に質問票を 1651 名分送付し、807 名回収した（回収率

48.9％）。そのうち、学習尺度の項目に未回答項目がある調査票を除いたところ、有効回答数は

720 名（有効回収率 43.6％）であった。対象者は、40 歳代の者が 247 名（34.3%）と多く、次

に 30 歳代 221 名（30.7%）、50 歳以上 136 名（18.9%）であった。性別は女性 590 名（88.6%）、

基礎教育機関について専修学校・専門学校である者は 616 名（85.9%）と多かった。看護職とし

ての平均勤務年数と標準偏差は 16.3±9.1 年であった。 

②探索的因子分析 

探索的因子分析は、53 項目すべてを投入し、主因子法回転なしで実行し、固有値 1以上の因

子を採用したところ、因子数は 5 であった。また、その時の累積寄与率は 70.5%であった。次

に、主因子法プロマックス回転を繰り返した。 



第 1因子は、看護師が看護実践に取り組む際の基本姿勢に関する内容の学習であったため【看

護の基本の習得】と命名した。第 2因子は、自分の仕事をより大きな立場や多様な視点からみ

ることを学習する内容であったため【仕事に対する視野の拡大】とした。第 3因子は、周りか

らの教育や支援により自分自身が成長するという内容であったため【人としての自己の成長】

とした。第 4因子は、所属する部署での業務や役割を遂行する力の学習であったため【自部署

での業務能力の習得】とした。第 5因子は、看護の専門職者として看護師の業務を自律的に行

うことを学習する内容であったため【看護職としての自律性の習得】とした。  

③信頼性と妥当性の検討 

信頼性について、Cronbach’s α係数がいずれも 0.8 以上であったことから内的整合性を有

すると判断するとともに、I-T 分析の結果からも一貫性を有すると確認し、信頼性を確保して

いると判断した。 

構成概念妥当性については、構造方程式モデリングを用いた確証的因子分析を行ってモデル

の適合度を確認したところ、RMSEA の値はやや高いものの他の値からモデルの説明力が確保さ

れていると判断した。 

 

(2) 看護師の教育からの学習と看護実践能力との関連に関する調査 

①調査協力者の概要 

看護師の教育からの学習と看護実践能力との関連に関する調査について、回収した質問票は

1243 票（回収率 48.7%）であった。そのうち、臨床教育による学習および看護実践能力自己評

価尺度に欠損がない 944 名を解析対象とした。解析対象の年代は、40-50 歳未満の者 306 名

(32.5%)と多く、次に 30-40 歳未満の者 283 名(30.0%)、30 歳未満の者 184 名(19.5%)、50 歳以

上の者 170 名(18.0%)であった。女性 781 名(90.0%)であった。勤めている病院の病床数は、20-99

床未満 68名(7.3%)、100-499 床未満 686 名(73.3%)、500 床以上 182 名(19.4%)であった。 

②看護師の教育からの学習と看護実践能力との関連 

 単変量解析の結果、看護実践能力 13のコンピテンスすべてと臨床教育による学習 5因子は、

相関係数 0.13-0.33 の範囲ですべて有意な関連がみられた（以下、表に示す）。重回帰分析の結

果、看護実践能力 13 のコンピテンスすべてに関連がみられた臨床教育による学習の因子は、【看

護職としての自律性の習得】と【人としての自己の成長】であった。 

 

表 看護師の臨床教育による学習と看護実践能力との相関係数 
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